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が最も高いとされている．最近本邦でもNICUが各地

に開設され，当院でも昭和53年4月以来，新生児を対象

セこ．NICUが設けられた．

 そこで大部分が心肺窮迫を呈現症状とするNICU患

者の中のCHD児の実態について調査してみた，

 われわれは，当院のNICUに入院した，昭和53年4

月から昭和55年12月までの入院総数382名のうち34名

（8．9％）にCHDを認めた． CHDを有する症例の在胎

週数は，29週3月から42週5日であった．また，出生体

重は1，3779から4，0259の間にあった．その性別は男子

21名（72．4％）女子8名（27．6％）と男子に多く認めら

れた「．

 呈現症状と．しては，チアノーゼが最も多く44．1％であ

った．．次いで，多呼吸（32．4％）心雑音（29．4％）哺乳

力不良（8．8％），呼吸困難（2：9％）黄疸（2．9％）であ

った．

 診断は，VSDが26．5％と最：も多く，TOF， TGA， PDA，

DORV（うち1例は18Trisb＝hy）， TAPVR， PPA， CoA，

Truhcus， Single RV， Williams．syndro血e，複合心奇型

（うち1例は工8Trisomy）および．P≠imary PFC， Asplenia，

Cong6nital．contructile arachgnodactry， Intermption．で

あった．軽症VSDは含んでいない．

 治療は，TAPVRの1例， VSD十PDA十PHの1例，

InterruPtlonの1例， CoA．め1例と合計4例に手術を施

行し，Inte漁pti・nが1－年経過している他ば，3例とも

術後に死亡している．

 転帰は，生存22名（64．7％），死亡12名（35．3％）で

あった。死亡原因としては，心不全6例，．術後に3例，

肺炎，髄膜炎，DIC．合併が各．1例．，’ ｳ呼吸が1例であ
った。生存駅名は，術後の1例も含めて経過観察中であ

る．

 4・‘受容体自己抗体による疾患の検出法についての検

討

   （内科2）

      ○磯崎  収・対馬．敏夫・鎮目 「和夫

 （目的）内分泌学の領域においては受容体に対する自

己抗体によって惹起さ．れる疾患が注目されている．その

代表的なものが甲状腺疾患であるGraves病およびイ

ンスリγ受容体抗体による糖尿病である1．このよ．うな

疾患を検出する手段としてはうジオリセプターアッセイ

（RRA）の技術が極めて有用である．今回われわれは上

記の二疾患についてRRAを用いる：方法と他の方法によ

る検出法について検討した．

 （方法）甲状腺TSH受容体標品としてはヒトおよび

ブタ甲状腺の粗膜分画を用いた。インスリン受容体とし

てはヒト胎盤，モルモット腎の粗膜分画およびラヅト

脂肪細胞を用．いた．受容体の可溶化セこはTritonX－100

を用いた．1251一インスリンと受容体をcovalentに結合

させるためには新しく開発されたCross linkerである

disvccinimydyl suberateを用いた．非特異的な抗体の検

出法としてはIgGに結合する性質を持つProtein－Aを

使用した．ホルモンおよびprotein Aの標識にはクロラ

ミンT法を使用した．

 （結果）インスリン受容体抗体およびバセドウ病の

TSH受容体抗体は従来の報告のごとく． C各・々の受容体

に結合することによって標識ホルモンの受容体への結合

を抑制した．しかしこの方法では受容体のホルモン結合

部位以外の部分には向け．られた抗体の検出は不可能であ

る．そこで1251一インスリンを受容体と反応させたのち

crosslinkerで両者を結合し，さらにこの複合体を可溶化

した．このcomplexを患者血清と反応させてcomplex

に抗体を結合し，これに抗ヒトIgGあるいはプロテイ

ンA一セファロースを加え℃沈降させ，この放射能を測

定することによって抗体の検出を試みた．この方法に

より微量の抗体も検出できることが判明した．特異性

には乏しいが細胞膜分画に対する抗体の検出法として

protein－Aも有用であった」

 （結語）受容体抗体の検出法には通常のRRAの他

に，immunoPreciPitationやprotein Aも有効な手段であ

る．

 5・潅流保存を応用した自家腎移植の1症例

一Acase of ectopic pe1▼ic kid㎞ey一・

    （腎臓病総合医療センター外科，泌尿器科）

      ○高橋 公太・東間  紘・近森 正昭・

       淵之上昌平・須藤 尚美・合谷 信行・

       山縣  淳・光野 貫一・前田 節夫・

       大貫 忠男・早坂勇太郎・阿岸 鉄三・

       太田 和夫・吉田美喜子・梅津 隆子

 はじめに

 自家腎移植であらかじめ手術に困難が予想される場

合，より安全で確実な腎保存法が望まれる．特に野幌血

時間（WIT）の長い症例では持続低温潅流保存法が単純

冷却保存法より適切と考えられる．今回，ect・Pic pelvic

kidneyの1症例に潅流保存を適用し自家腎移植術を行

なったので報告する．

 症例は27歳女性で腎孟腎炎，腹痛，自然流産を繰り四
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す．過去2回腹部手術を受け2回目の手術時に偶然右腎

が骨盤腎であることを発見され本科に紹介された．入院

時の隠避では腹部を圧迫するとR・vsing’s sign陽性で

あるが，他に特記すべきことない．腎機能も正常であっ

た．レントゲン所見で左回は正常であり，右骨盤i腎は第

5腰椎より骨盤にかけてあり，腎動脈は腹部大動脈，内

腸骨動脈より2本出ていた．保存的療法に限界があり，

自家腎移植術が適応と考え手術を行なった．手術所見は

過去2回腹部手術のため癒着がひどく腎臓を剥離する

のに困難を極め，腎血管のspasmも強く， WITも約

40分を経過した．腎を摘出後，albumin solutionを用い

Gambro－PF 3B腎保存装置で潅流保存を75分間行ない．

全阻血時間3時間後に右腸骨窩に腎臓を移植した．術

後，移植腎は急性尿細壊死による急性腎不全におちいっ

たが，術後4週目に機能を回復し，患者は術後37日目に

退院し，経過良好セある．

 考察

 従来，自家腎移植術では保存時間が短かいので腎の保

存法として単純保存が適切と考えられていたが，最近で

はこの術式の適応の拡大につれてかなり高度の手術手技

が要求されるようになってきている．すなわちWITの

長い例や腎血管のspasmの強い例では腎実質の障害が

ある程度進行していることが推定され，このような症例

に対しては腎機能の温存という立場から潅流保存が単純

保存より適切と考えられている．そこで本症例にこれを

適成し満足すべき成績を得たので報告した．

 6・ヒステリーの1例

     （神経精神科）吉増 克實・○平沢 伸一

 来院時32歳の女性．元来自発性エゴイズムとしての名

誉成情に聡くまた強靱な意志力をもつ自負心の強い意志

人的性格．22歳時，創業期の某会社に入社した直後，妻

帯している社長に肉体関係を強要され，数年間内縁関

係．その間に二児をもうける．しかし先妻の自殺後の三

族の非難，内縁関係故の家族からの蔑視，相手の社長の

別の女性との再婚などで社会的にも行き詰ってしまう．

このような状況の中で27歳の3月頃から慧依症状（幻

聴，所作が自分のものでない，何かが自分の中に入って

来る）離人症状などを訴えるようになった．それと同時

に家族に対する怨みの爆発，自殺企図が見られたが，前

者には内容の健忘があり，後者には狂言色彩が認められ

た．

 入院後の態度には症状に対する逆説的無関心が認めら

れたが，数週間でこれらの症状はすべて消退，代って相

手に対する根深い復讐心と怨根の自覚，「自己卑下の表示

が医師に対しておこなわれた．

 この症例は，深く傷ついた自意識が，しばしば見られ

る如き自殺への直接動因とならず，屈折した形での自営

主張として，反応性エゴイズム（復讐心，怨根）の形を

とったものである．しかし当初はこの自己主張までも強

い各誉田のために阻まれ，自己欺隔的態度を生み，更に

はヒステリー症状（本例では愚依症状，離人症状として

まとめられた）を形成した．このように自我の存在主張

の視点から見ることによって，反応性エゴイズム，自己

欺獣的態度，ヒステリー症状が相互に連関した一連の症

状として理解されることを1例によって示した．

 7，血漿力デコラミン濃度の動態〈第2報）

 一正常血圧者における運動負荷前後の血漿カテコラミ

ン濃度について一

   （成人医学センター）

      ○谷口 晶子・堀江 俊伸・根津真知子・

       雨宮．邦子・赤松 順子．・山口いつみ・

       山田 辰一・渋谷  実

 近年，動脈硬化症の発生，進展にとくに重要な影響を

与えるものとしていくつかのrisk factorがあげられて

いるが，カテコラミンがvasoactive・substanceとして血

中に放出される以上，これらがrisk factorにいろいろ

な影響を与えることが考えられる．むしろ動脈硬化を発

生，進展せしめるrisk factorのmechanismの鍵とし

てカテコラミンが主役を占めていると考えられる場合す

らある．われわれは正常血圧老におげる安静時血漿ノル

アドレナリン濃度において，60歳台は20歳台と比較し，

有意に高値を示したことを報告したが，今回，正常血圧

老において』Master two－step testをこよる運動負荷をおこ

ない．その前後における血漿カテコラミンの変動を検討

し，若年者に比し高齢者において血漿ノルアドレナリン

濃度の増加率が大きかったので報告した．

 質問   1      （第一衛生〉坂木佳寿美「

 1）心拍数から運動強度が軽度なので一考を要す．

（何を目的としているのか判明しない）．

 2）被検者のバックグラウンドを調査すべきである．

正常血圧者だけでは不充分と思われる．

 応答      （成人医学センター）谷口 晶子

 1）われわれは各年齢層に適した運動量としてマスタ

ー2段階試験の運動量をえらび，それに対する血中カテ

コラミン濃度の反応様式を調べました．

 2）血圧に関しては正常である群を対象として，マス
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